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科目名 上級日本語Ⅱ 【26年度生用】 コード

英語表記 Japanese (advanced level) Ⅱ 

担当教員名 藤本 陽子・京 祥太郎 年度 平成26年度 

基準年次 3年次 開講期 後期 単位数 2 

授業形態 講義・演習 授業形式 履修形態

授業概要

２時限で一つの科目として構成している。上級日本語Ⅰで身につけた力を基礎に、はじめの授業で「読む」、次の授業では「書く」を中心に
進める。片方だけの受講はできない。 

到達目標

卒業研究を行う上で必要となる日本語能力を身につける。 

授業計画

第１回 ガイダンス、レベル確認テスト。テストの復習 

第２回 資料をまとめる、意見を述べる。書く１ 

第３回 資料をまとめる、意見を述べる。書く２ 

第４回 資料をまとめる、意見を述べる。書く３ 

第５回 複数の資料をまとめる、意見を述べる。書く４ 

第６回 複数の資料をまとめる、意見を述べる。書く５ 

第７回 複数の資料をまとめる、意見を述べる。書く６ 

第８回 複数の資料をまとめる、意見を述べる。書く７ 

第９回 課題に合った資料を探す、資料をまとめる、意見を述べる。書く8 

第１０回 課題に合った資料を探す、資料をまとめる、意見を述べる。書く9 

第１１回 課題に合った資料を探す、資料をまとめる、意見を述べる。書く10 

第１２回 自分でテーマを設定し、それに合った資料を探す、資料をまとめる。書く11 

第１３回 他人が書いたものを読み、批判する。書く12 

第１４回 自分でテーマを設定し、それに合った資料を探す、資料をまとめる。書く13 

第１５回 他人が書いたものを読み、批判する。書く14 

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

 

毎回の課題の取り組みとその内容、最終的な課題の内容で評価
する。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

 30  45  25

授業外学習 テキスト、教材

 

追って指示する。

参考書 受講生へのメッセージ

 

日本語Ⅰ～Ⅳを履修し、かつ上級日本語Ⅰも履修していることが
好ましいです。
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